
隣人を自分のように愛しなさい。

　　　　　　　　　　　　マルコによる福音書１２章３１節

７月主題　『ぞんぶんに』

　昨年より３日早く、梅雨明けをしましたね！　子どもたちからも「セミが鳴いているね」「今日も
暑いね～」など、夏らしさを感じる言葉が増えました。

　先週から“せみのうた”を歌い始めました！　子どもたちにとってはあまり聞き馴染みのない歌のよう
でしたが、ノリの良いメロディーということもあり、それぞれにも自分が歌える部分を口ずさんでい
ます(*^^*)　また高月齢の子は、歌詞をほぼ覚え始め、保育者以上に張り切って歌い、皆をリードして
くれます。「あれ歌おうよ～」とリクエストが多いほどに夢中になっているので、ご家庭でも口ずさ
んでいるのではないでしょうか？
　せみのうたに限らず、讃美歌も楽しんでいて、手話賛美の“海と空”は保育者の真似をして手話をやっ
ています(*^-^*)　

　先週までの公園では、鳴き声だけで姿を見せないセミでしたが、今週になりようやく網の届く高さ
に降り始めました。
　ダビデ・サムエルチームのセミ捕りの様子を眺め、応援するぺんぎんG
の子どもたちです。捕ったのを側で見ていると「見ていいよ～」とお兄さ
ん・お姉さんたちが優しく接してくれ、「ありがとう～」と子どもたちも
喜んでいました☆
　またB君はセミの抜け殻を見つけてから、遊ぶ際も、手を洗う際もそれ
を宝物のように握りしめていました。　
　　　　　　　　　　　　　　保育室前の木に抜け殻を飾るコーナーを作り、今週は一生懸命に探し
　　　　　　　　　　　　　　回った結果、６匹見つけることができました☆(ダビデ・サムエルチー
　　　　　　　　　　　　　　ムのお兄さん・お姉さんたちが力と知恵を貸してくれ、異年齢の素晴
　　　　　　　　　　　　　　らしさとありがたさを感じることができました♪)

　

　様々な感染症が県内でも流行していますが、体調に気を付け、よい週末をお過ごしください。

ぺんぎんグループだより NO.16　(7月26日)

☆見つけるんだから☆

※来週の体操服の日は、８月１日(木)です。よろしくお願いします。


